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Ｄ Ｓ Ｐ – Ｄ Ｍ Ｘ ３ ６ Ｄ 技 術 資 料 

 

これまで、調光卓～調光ユニットの配線は、芯数の多いマルチケーブルを必要とするため、

引き回しや移動が困難でした。 

しかし、ＤＭＸ－５１２信号を使用することにより、２芯シールド線１本だけで、最大５１２チャ

ンネルのユニットを制御することができるようになります。 

このＤＳＰ－ＤＭＸ３６Ｄ基板は、このＤＭＸ－５１２による制御を、調光ユニットなどに、簡単

に組み込むことができるようにするために開発された、３６回路用のＤＭＸ－５１２デコーダー

基板です。 

 

 

 

 

 

一般仕様 

 

定格電源 ＡＣ１００～２４０Ｖ 

電源変動範囲 定格電圧の９０～１１０％ 

定格周波数 ５０／６０Ｈｚ 

入力信号 ＤＭＸ－５１２規格デジタル信号 

制御出力 ＤＣ ０～１０Ｖ （ＭＡＸ/ＭＩＮレベル設定可能） 

制御回路 ５１２ｃｈ中の任意のｃｈ（スタートアドレス）から連続した３６ｃｈ 

信号入力表示 受信ＬＥＤ点灯（信号未入力時点滅） 

テストモード 

① 指定ｃｈのみフェードイン・フェードアウト 

② 全ｃｈチェイス 

③ 全ｃｈフェードイン・フェードアウト 

使用温度範囲 ０℃～５５℃ 

使用湿度範囲 ３５～８５％ＲＨ（結露なきこと） 

使用雰囲気 腐食性ガスのないこと 

外形寸法 Ｗ：２３４㎜ Ｄ：９７㎜ Ｈ：２５㎜ 
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ＤＭＸ－５１２データ仕様 

 

ＤＭＸ－５１２の規格信号では、ＤＭＸ５１２/１９８６やＤＭＸ５１２/１９９０等、各種パラメータ

ーに幅広い値を認めています。本基板では特に代表的な５種類の信号を、自動的に判別し

て 受信することが可能です。 

 

 BREAK MAB DIMMERS IBT IPT 

DMX512/1990 8μS MAB 88μS 8μS 512 0 0 

24 DIMMERS 8μS MAB 88μS 8μS 24 0 0 

DMX512/1990 4μS MAB 88μS 4μS 512 0 0 

24 DIMMERS 4μS MAB 88μS 4μS 24 0 0 

70μS BK 4μS MAB 20 D 70μS 4μS 20 0 0 

 

 

アドレス設定とテストモード 

 

ＣＮ－４ に接続された、３桁のサムロータリースイッチ（オプション）で指定します。なお、  

スタートアドレスを固定して使用する場合、ダイオードマトリクスで設定することも可能です。 

 

★ スタートアドレスの設定 

０００ ・・・・・・・・・・・ データ受信なし （ＯＦＦ） 

００１～５１２ ・・・・・ スタートアドレス指定 

 

★ 各種テストモードの設定 (スタートアドレスを下記の数字に設定します) 

 

① 指定したチャンネルのフェードイン・フェードアウト 

９０１～９１２ ・・・・・ 下２桁でチャンネルを指定（３．０sec 周期） 

 

② １～１２チャンネルを順次チェイス 

９５０ ・・・・・・・・・・・ （０．５sec 周期） 

 

③ １～１２チャンネルを順次フェードイン・フェードアウト 

９６０ ・・・・・・・・・・・ （３．０sec 周期） 
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ＤＳＰ－ＤＭＸ３６Ｄ基板調整方法 

 

★ 出力電圧調整 

ＶＲ－１ ・・・ ＤＭＸ入力側でフェーダーを最大にしたとき、本基板の 

ＴＡ７５０７２Ｐの１番ピンが、５Ｖになるように調整します。 

（出荷時調整済み） 

 

ＶＲ－２ ・・・ ＶＲ－１の調整後、上記状態でＴＡ７５０７２Ｐの７番ピン 

が、１０Ｖになるように調整します。 

（出荷時調整済み） 

 

★ 出力電圧ＭＡＸ調整 

ＭＡＸ ・・・・・ ＤＭＸ入力側でフェーダーを最大にしたとき、本基板の 

出力コネクタの電圧が、ＤＣ１０Ｖになるように調整します。 

（出荷時調整済み） 

 

★ 出力電圧ＭＩＮ調整 

ＭＩＮ ・・・・・ ＤＭＸ入力側でフェーダーを０にしたとき、本基板の出力 

コネクタの電圧が、ＤＣ ０Ｖになるように調整します。 

（出荷時調整済み） 
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ＤＳＰ－ＤＭＸ３６Ｄ 外観図 
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接続端子表（１） 

 

[ＣＮ－１]  ＡＣ電源コネクタ 

（日圧 Ｂ ３Ｐ－ＶＨ）

１ ＡＣ１００Ｖ （Ｌ） 

２ ＡＣ１００Ｖ （Ｎ） 

３ ＦＧ （Ｅ） 

 

[ＣＮ－３]  ＤＭＸコネクタ 

（モレックス ５０４５－６Ｐ）

１ ＤＭＸ ＩＮ （ＣＯＭ） 

２ ＤＭＸ ＩＮ （－） 

３ ＤＭＸ ＩＮ （＋） 

４ ＴＨＲＵ ＯＵＴ （ＣＯＭ） 

５ ＴＨＲＵ ＯＵＴ （－） 

６ ＴＨＲＵ ＯＵＴ （＋） 

 

[ＣＮ－４]  アドレススイッチコネクタ 

（モレックス ５０４５－１０Ｐ）

１ アドレス ＣＯＭ １００ 

２ アドレス ＣＯＭ １０１ 

３ アドレス ＣＯＭ １０２ 

４ － ＮＣ － 

５ － ＮＣ － 

６ アドレス データ １ 

７ アドレス データ ２ 

８ アドレス データ ４ 

９ アドレス データ ８ 

１０ － ＮＣ － 
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接続端子表（２） 

 

 

[ＣＮ－６]  アナログ出力コネクタ 

（ヒロセ ＨＩＦ３Ｆ-４０ＰＡ－２．５４ＤＳＡ）

１ ＯＵＴ １ ２１ ＯＵＴ ２１ 

２ ＯＵＴ ２ ２２ ＯＵＴ ２２ 

３ ＯＵＴ ３ ２３ ＯＵＴ ２３ 

４ ＯＵＴ ４ ２４ ＯＵＴ ２４ 

５ ＯＵＴ ５ ２５ ＯＵＴ ２５ 

６ ＯＵＴ ６ ２６ ＯＵＴ ２６ 

７ ＯＵＴ ７ ２７ ＯＵＴ ２７ 

８ ＯＵＴ ８ ２８ ＯＵＴ ２８ 

９ ＯＵＴ ９ ２９ ＯＵＴ ２９ 

１０ ＯＵＴ １０ ３０ ＯＵＴ ３０ 

１１ ＯＵＴ １１ ３１ ＯＵＴ ３１ 

１２ ＯＵＴ １２ ３２ ＯＵＴ ３２ 

１３ ＯＵＴ １３ ３３ ＯＵＴ ３３ 

１４ ＯＵＴ １４ ３４ ＯＵＴ ３４ 

１５ ＯＵＴ １５ ３５ ＯＵＴ ３５ 

１６ ＯＵＴ １６ ３６ ＯＵＴ ３６ 

１７ ＯＵＴ １７ ３７ ＣＯＭ 

１８ ＯＵＴ １８ ３８ ＣＯＭ 

１９ ＯＵＴ １９ ３９ ＣＯＭ 

２０ ＯＵＴ ２０ ４０ ＣＯＭ 
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接続端子表（３） 

 

 

[ＣＮ－５]  モニター出力コネクタ 

（モレックス ５０４５－４Ｐ）

１ 受信モニターＬＥＤ （＋） 

２ 受信モニターＬＥＤ （－） 

３ 電源モニターＬＥＤ （＋） 

４ 電源モニターＬＥＤ （－） 

 

 

[ＣＮ－７]  終端スイッチコネクタ 

（モレックス ５０４５－３Ｐ）

１ 終端スイッチ （ＮＯ） 

２ 終端スイッチ （ＣＯＭ） 

３ 終端スイッチ （ＮＣ） 

 

* ＣＮ－２、ディップスイッチは使用しません 
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コネクタ 接続図 
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